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利用者の立場に立って

身体機能を補うシステムを開発

介護の現場では、要介護者のスムーズな支援を実現するだ

けでなく、実務に携わる介護士の負担をできるだけ軽減すること

が求められています。現在、医療用のコルセット（サポーターベ

ルト）を使って腰痛などを予防するのが一般的ですが、実は人

間が一つの動作を行うとき、いくつかの筋肉が協調して働くた

め、腰を固定してしまうと一部の筋肉が動かなくなり、その結

果、筋力が低下したり、かえって特定部位に負担をかけてしま

うこともあるそうです。

今までのように、道具やロボットで弱い部分を補えばOKとい

う考えではなく、一人ひとりが自立の方向性を模索していくべき

では」と医工学科の横川隆一教授。京都府との共同の取り

組みでは、現場で働く介護士の動作をモーションキャプチャーで

解析し、熟練者と初心者、腰痛のある人とない人ではどのよう

な動きの違いがあるのかを調査しました。何かを持ち上げるとき

でも、熟練者は深く膝を曲げ、重心を低くするなど負担の少な

い姿勢をとっているのに対し、初心者は足を伸ばしたまま腰だけ

曲げて作業していることが分かったと言います。こうした研究成

果を生かし、「例えば、介護士の姿勢が一定の角度以上に屈

曲すると、センサが反応してアラーム音で知らせてくれるシステム

が実現できれば面白いですね」と話します。

人に優しいインターフェイスで自立を促す

介護ロボット研究の第一人者として知られる横川教授。十年

以上前から、要介護者を支える2台の杖型ロボットと、1台の

車いす型ロボットの開発を進めています。ロボット同士が協調し

無線通信しながら、要介護者の位置や距離を計測、歩行動作

をサポートする画期的なシステムです。ここでも横川教授は、「ロ

ボットに歩行を頼りきりにするのではなく、例えば少し力を加えな

ければロボットが動かないようにするなど、要介護者の自立を促

す工夫が必要」と説明します。この歩行支援型ロボットは同志

社大学がある学研都市エリアの病院でもモニター実験され、実

用化に向けて一歩ずつ前進しているそうです。

もう一つ、忘れてはならないのが、ケータイデコバンでしょう。

これは、携帯電話をゴムバンドで固定し、指先に通して使うとい

うもの。メールなどを打つとき、動いているのは親指で、それ以

外の4本は携帯電話を保持しているだけ。これでは親指に多

大な負担をかけてしまいます。手のひら全体を使って操作しよう

…という発想で生まれたのが、ケータイデコバンです。最近では

スマートフォンの普及により、今までの押す操作からタップする、

スライスするという操作へと変化していますが、「基本的な概念

はそのままに、さらに進化した商品を開発したいですね」と意欲

を見せます。

横川教授の研究の根底にあるのは、協調の思想です。人

間とロボット、あるいは工学と医学、産業とエコロジー…。その

組み合わせはたくさんありますが、私たちのライフスタイルの中に

協調が息づいた社会は、きっと豊かで実り深いものに違いあり

ません。
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生命医科学部教員父母連絡会副会長（学部長）。「私たちの手がなぜこのような形をしてい

るのか、その構造や機能を調べることで、人間の知能を解き明かしたい」と話す。その研

究成果をロボット工学に応用し、要介護者の歩行支援や食事支援など新しい技術を開発。

工学と医学の融合にチャレンジする。

大学院で糖化最終生成物（AGEs）

と呼ばれる老廃物が毛髪の質に及

ぼす影響について研究しました。私

は、生活に身近な事柄から健康、老化予防を意識して考

えてみたかったので、研究対象が多くの人になじみ深い

毛髪に決まり、安堵とともに感謝していました。

しかし、毛髪を使った研究は研究室では初めてでした。

毛髪に関する資料を集め勉強を始めましたが、材料の選定

や実験方法など一から考えることばかりで不安が強い毎日

でした。例えば、毛髪の束の作成や洗浄といった実験準

備段階の作業では、静電気による毛の広がりや絡まりが邪

魔して、何度も失敗しながら方法や使用する道具を模索し

ました。このようなことは論文にも書かれていません。一

つひとつの細かい試行錯誤が最も苦労した点でした。

抗加齢医学会でのポスター発表は研究生活での一つの

区切りでした。直前までデータがまとまらず、焦りました

が無事に発表、多くの方からご質問を受けました。自分

の研究と世の中の接点が改めて認識され、大きなやりが

いを感じることができました。結果として優秀演題賞を頂

く事が出来たのは、研究テーマの新規性を評価して頂け

たのだと思います。

私は大学院での生活

を通して、一から研究

手法を作っていく難し

さを学び、それを発表

できた時の喜びを知り

ました。これから社会

にでて初めての仕事に

取り組む時はこの時に

得た喜びを思い出し、

実行する力に変えてい

こうと思います。

修士課程に進学するにあたり、

僕が心に決めたことが一つありまし

た。それは「興味のあることを追

求する」ということでした。僕のたっての希望で、自分の

力で修士での研究テーマを決めるという機会を得て、僕

の興味の中心にある「癌」を研究していこうと調子の良

いスタートを切ったのですが、実のところ、当初は漠然と

しすぎて何に取り組んでいけばいいのか分かっていません

でした。それでも、癌のない未来を作りたいという、これ

また漠然とした目標を持っていたので、とりあえず、自分

の中にあるモノを信じてやろうと決め、研究を始めました。

全く新規の分野を研究対象に選んだのですが、知らなさ

過ぎてあれこれと目移りし、一年目は只々失敗の連続で

散々でした。途中、何度も辞めてしまおうかと考えました

が、それでも自分を信じ、逃げずに努力を続けました。

しかし、この悲惨な状況は、二年目に突入するあたりで

一歩ずつ良い方へと変わっていきました。そこには色んな

カギとなる要素がありましたが、中でも現象をシンプルに

捉えるようになったことが決め手だった気がします。未知の

領域に足を踏み込むと、思考は踊らされがちですが、そん

なときこそ冷静に状況を分析し、単純化し、そこから考え

を膨らませていくことが重要だと感じています。この進歩

は日々の失敗と何気ない出会

いによるものだと思います。

現在、国際誌に論文を投

稿できる目前まで来ました。

辛抱強く我慢し、努力を続け

たことが僕をここまで導いた

のではないかと感じています

が、最も重要なことは自分の

中の興味に臆せず向き合い

行動をしたことなのではない

かと思います。これから進路

を考える方にも、是非、勇気

を出して自分の興味に挑戦し

てほしいです。
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